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NHK Earthquake early warning

Protect yourself 
in a safe place In 5 seconds

Protect yourself in a safe place
Protect yourself in a safe place until the shaking stops  
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緊 急 連 絡 先 
 するべきこと 連絡先 電話番号 内 容 

病 
 

気 
・ 
 

け 
 

が 

 
１．スイッチを切れ 
 
２．人を呼べ 
 
３．応急処置をせよ 
  出血：手ぬぐいでしばる 
  気絶：人工呼吸を施す 
 
４．右の連絡をせよ 
  （おちついて深呼吸） 
 
５．軽傷ならば 
  けが人を病院の救急 

受付へ連れていけ 
 
 

 
①病院救急受付 

 
34100 (内線) 
03 (5800) 8683 

理学部の   が 
   を負傷したの

でつれてゆく． 
 
②消防署 
（救急車を呼ぶ場合）

 

 
119 
 
内線電話からは、

0 発信 0119  

東大の○○キャンパ

スにある理学部  

号館 階  号室で

負傷者（病人）が出た

ので救急車をたのむ．

住所は○○○○です．

私は   です． 

 
③防災センター 
 ※24 時間対応 
④安田講堂警備室 
 
 

 
24016 (内線) 
03(5841)4016 
119 (内線) 
03(5841)4919 
 

理学部  号館 
  階  号室で負

傷者がでた．救急車を

頼んだので案内をた

のむ． 

火 
 
 
 
 

災 
 
 

 
１．人を呼べ 
 
２．スイッチを切れ 
  ガス栓を閉じよ 
 
３．右の連絡をせよ 
  （おちついて深呼吸） 
 
４．可能なら消火に努めよ 
  大きい火災なら逃げよ 

 
① 消防署 
 
 
 

 
119 
 
内線電話からは、

0 発信 0119 

東大の○○キャンパ

スにある理学部 
  号館  号室で

火災が起ったので消

防車を頼む．住所は○

○○○○です． 
私は   です． 

 
②防災センター 
※24 時間対応 

③安田講堂警備室 
 

 
24016 (内線) 
03(5841)4016 
119 (内線) 
03(5841)4919 

理学部  号館 
  号室で火災が起

った．消防車がくるの

で案内をたのむ． 

ト

ラ

ブ

ル 
・ 
犯 
 

罪 
 

 

 

トラブル・犯罪等の内容を右

記に連絡 

 

 
①防災センター 
※24 時間対応 

②安田講堂警備室 
 

 
24016 (内線) 
03(5841)4016 
119 (内線) 
03(5841)4919 

理学部の    で 
     を目撃し

た． 

 
③警察署 
（警察を呼ぶ場合） 

 
110 
 

内線電話からは、

0 発信 0110 

東京大学理学部の  

  で     を

目撃した．住所は○○

○○○○です． 
私は   です． 

※高濃度の酸等を下水に流出させた場合は、各研究室から早急に下水道局ならびに理・防災センター 

に通報すること。 本郷地区で流出した場合は、西部第一下水道事務所 業務課  03-5343-6209 
 

報 

 

告 

緊急ではないが上記のよう

なトラブルが発生した場合

は、できるだけ早く右記に報

告 

①総務担当 
24005 (内線) 

03(5841)4005 

事故等の内容と，とっ

た措置について報告 




